
Problem Based Leaning Discussion （16:25-17:15）  

気道管理 

ＪＳＡ－ＡＭＡを学ぶ 

◇症例プレゼンター    

東京医科歯科大学歯学部附属病院 馬場有希子先生 

◇コメンテーター

新潟大学医歯学総合病院 歯科麻酔科診療室 瀬尾憲司先生 

◇進 行 

明海大学歯学部病態診断治療学講座歯科麻酔学分野 小長谷光先生 

略歴 

1986 年 新潟大学歯学部卒業 

1990 年 新潟大学大学院 修了 

1990 年 新潟大学歯学部附属病院第 2 口腔外科 医員 

1992 年 新潟大学歯学部附属病院 助手  

1994 年 トロント大学歯学部生理学教室 客員研究員 

1995 年 新潟大学歯学部附属病院 助手 復職 

1995 年 新潟大学歯学部附属病院 助教授  

2008 年 新潟大学大学院医歯学総合研究科 准教授  

2010 年 新潟大学大学院医歯学総合研究科 教授 現在に至る 

資格  

日本歯科麻酔学会：認定医 専門医 指導医 

日本医学シミュレーション学会：DAM インストラクター SED インストラクター 

AHA（アメリカ心臓協会）：BLS インストラクター 

日本蘇生学会：ICLS インストラクター 

所属学会  

日本歯科麻酔学会 日本臨床麻酔学会 日本疼痛学会 日本口腔顔面痛学会 日本運動器疼痛学会 

日本ペインクリニック学会 日本医学シミュレーション学会 IASP, Society for Neuroscience 

略歴 

2006 年 鶴見大学歯学部卒業 

2007 年 鶴見大学歯学部附属病院臨床研修医修了 

2011 年 東京医科歯科大学大学院修了 

2013 年 長野こども病院麻酔科 

資格  

日本歯科麻酔学会：認定医 

所属学会  

日本歯科麻酔学会 障害者歯科学会 
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気道管理 

2014 年 8 月に千葉大学 磯野史郎先生らが中心となり日本版気道管理ガイドラインが策定されまし

た．その日本語訳も公開され，これから麻酔に関わる人たちに周知されていくものと思われます． 

本セッションはこのガイドラインを理解することを目的として，実際のケースを供覧し，皆様に意見を求

めながらディスカッションを行います．クリッカーを使用し回答をお願いします． 

日本麻酔科学会気道管理ガイドライン 2014 “より安全な麻酔導入のために” 

JSA airway management guideline 2014: to improve the safety of induction of anesthesia. Japanese 

Society of Anesthesiologists. J Anesth 2014 Aug;28(4):482-93.） 
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